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BLのAnalyzer
TransferMatrix CalcDeltaD2Uにバグ
• Analyzerにバグ

• K18TM::CalcDeltaD2U

• 2013年に報告済みだっ
たらしいが、頂いた
Analyzerには反映されて
いなかった

• 前回報告した値が変更
• 𝛿𝑜2(TMを用いて出した
δ）

3次方程式の係数ミス



TM vs lgb(ML)

• 真の値（輸送行列を満たす）𝑥𝑖𝑛
𝑡 𝐵𝐹𝑇 , 𝑋𝑜𝑢𝑡

𝑡 , 𝛿𝑡

• 観測誤差加味
• 𝑥𝑖𝑛

𝑜 = 𝑥𝑖𝑛
𝑡 + 𝛿𝑥𝐵𝐹𝑇

• 𝑋𝑜𝑢𝑡
𝑜 = 𝑋𝑜𝑢𝑡

𝑡 + 𝛿𝑋𝑜𝑢𝑡

• 観測値から𝛿𝑜を求める
• 𝑥𝑖𝑛

𝑜 , 𝑋𝑜𝑢𝑡
𝑜 −− 𝑇𝑀 −→ 𝛿𝑇𝑀

𝑜

• 𝑥𝑖𝑛
𝑜 , 𝑋𝑜𝑢𝑡

𝑜 −− 𝑙𝑔𝑏 −→ 𝛿𝑙𝑔𝑏
𝑜

• ただしlgbは𝑥𝑖𝑛
𝑡 , 𝑋𝑜𝑢𝑡

𝑡 −− 𝑙𝑔𝑏 −→ 𝛿𝑡として学習済

• 𝛿𝑜 − 𝛿𝑡をTMとlgbで比較



𝛿𝑇𝑀 𝑜𝑟 𝑙𝑔𝑏
𝑜 − 𝛿𝑡

• 𝛿𝑋𝑜𝑢𝑡固定

• 𝛿𝑥𝐵𝐹𝑇 = 200, 400, … , 1000 [𝜇𝑚]

• fwhmの差は有意とは言い難い

• チューニングしてどこまでよく
なるか？

• どのパラメータが一番効くか



𝛿𝑇𝑀 𝑜𝑟 𝑙𝑔𝑏
𝑜 − 𝛿𝑡

青：TM
赤：lgb



TM, lgb, NN

• Lgbと同様にNNでも𝛿𝑁𝑁
𝑜 − 𝛿𝑡

• 試しに一つのパラメータにつ
いて

NN_fwhm800は誤り



𝛿𝑇𝑀,𝑙𝑔𝑏,𝑁𝑁
𝑜 − 𝛿𝑡

青：TM、赤：lgb、緑：NN
実装ミスの可能性も考慮して改
善すべき

NN_fwhm800
は誤り



𝑦, 𝑢, 𝑣𝑖𝑛の効果

• BC1, 2時代の解析法と比較

• Analyzer該当箇所発見、移植中

• 物質による多重散乱効果

• <x|theta>はあまりきかないはず



backup



NN補足

• 収束性の改善が必要
• 1000epochでは不足


